
全国の高校生らが新規事業のア

イデアを競うコンテスト「ビジネス

プラン・グランプリ」（日本政策金

融公庫主催）の最終審査会が東

京都で開かれ、プラスチックの残

骸を出さない水田肥料の販売事

業を提案した、宮城県農業高校

の女子生徒３人のチームが優勝

しました。水田用の肥料はプラス

チックでコーティングされ、海や

河川の汚染の原因になるケース

がありますが、優勝チームは残骸

が出ないように野菜用肥料を改

良しました。 （1/11付2面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞の

読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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今週の記念日
★1月17日
「おむすびの日」
ごはんを食べよ
う国民運動推進
協議会（事務局：
兵庫県）が2000
年に制定し、米穀
安定供給確保支
援機構が２０１８
年に活動を引き
継いだ記念日。
ごはんのおむす
びだけでなく、人
と人との心を結
ぶ「おむすび」の
日をつくろうと公
募し、１９９５年に
発生した阪神淡
路大震災で、ボラ
ンティアによるお
むすびを忘れな
いために、大震
災の起きた１月
17日をその日付
としました。

＜日本記念日協会から＞

ＪＡ全中は2022年産米の

適正生産量675万㌧より、

さらに作付け転換を深掘り

する方針を決めました。近

年は年10万㌧ほどの需要

減退に加え、在庫数量や

販売見込みを勘案。自給

率の低い麦や大豆、支援

対象になった子実用トウ

モロコシの作付けを広げ

ます。輸出用米も需要に

応じて、銘柄別に振興し

ていきます。（1/14付1面）

（12/23付1面）



山形県東根市の果樹農家５人が、1月末ま

での土・日曜日、「つぼ焼き芋」を販売して

います。厳しい寒さの中、つぼの中の炭火

でじっくり焼き上げた甘く、ほくほくの焼き芋

が静かな人気を呼んでいます。店の名は

「六角屋」。地元の神社で氏子を務めるメン

バーの一人が、境内で「つぼ焼き芋」を振

る舞ったところ評判になったのがきっかけで

した。使う芋はメンバーが栽培した「べには

るか」などです。 （1/12付11面）
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日本農業新聞 東北支所 （青森・山形県普及担当） 中村 敦信
2月から担当県が変わるためＪAを巡回し、ご挨拶させていただきました。岩手と宮城県
を担当します。改めてよろしくお願いします。挨拶のたび「どちらの出身ですか？」と聞
かれ、「九州の福岡県です」と返事をしました。3年前、初めて東北に着任した時も同様
のやり取りをして、徐々に人間関係を築いてきたことを思い出しました。2月から東北4
年目となりますが、初心を思い出し頑張りたいと思います。

本紙が流通業者を対象にした農畜産物トレンド調

査で、2022年のキーワードは「持続可能性」が1位

でした。持続可能な開発目標（SDGｓ）や倫理的な

消費行動（エシカル消費）などが浸透。若者にも訴

求できるテーマと見ています。２位は「安全・安心」、

３位は「ネット取引・宅配」で、コロナ禍で勢いがあり

ます。「地産地消・国産志向」も急伸。（1/11付1面）


